
史跡大安寺旧境内 (西塔跡)の調査 第94次

第3発掘区

-148,260

03
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性が高い。

SD103 第4発掘区西半で検出した、幅約2.2m、

深さ約0。2mの南北溝。この溝の下で比較的大型の

柱穴を検出しているため、この溝が東三坊大路の

東側溝もしくは築地の雨落溝となる可能性は低い

ように思われる。奈良時代後半の遺物が出土した。

溝心の座標は、X=-148,259.Om、 Y=一

16,962.8mである。

SD104 第4発掘区西壁沿いで検出した、幅約

0,7m、 深さ約0,lmの 南北溝。北半はやや不明瞭。

溝心の座標は、 X=-148,259.Om、 Y=―

16,967.05mで ある。

SK101 第1発掘区中央で検出した。東西約2.0

m、 南北約1.8mの 平面長方形で、深さ約1.5mの

上坑。枠材等は存在せず、井戸掘形かどうかは不

明。掘 り込み面からみると少なくとも平安時代以

第4発掘区

0                               10m

第4発掘区 遺構平面図 1/200

降のものと考えられる。

SK102 第1発掘区西壁にかかる、直径約 1.8m、

深さ約1.2mの 平面円形と考えられる土坑。第1発

掘区西端付近の整地上層の上面から掘 り込まれて

いる。

SK103 第3発掘区の南壁にかかる、東西約 1.5

m、 南北1.Om以上、深さ約0.5mの平面隅丸方形

状の上坑。第3発掘区南端にかかる溝状の落ち込

みが埋まった後に掘 り込まれている。ガラス玉の

鋳型が出土した。

その他、第1発掘区東端付近には斜行する河川

があり、今回掘 り下げてはいないが、奈良時代よ

り古いものと考えられる。これと同じ方位をもつ

斜行溝が同区中央部に認められるが、時期は確定

できない。同様の古い河川は、第4発掘区東側に

もみられ、同一のものの可能性がある。
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SD102出 土土器図 1/4

鋳型 (ガラス小玉鋳造用)

Ⅳ.出土遺物

出土遺物は、整理箱約140箱分があり、予想に

反して瓦の出土は少なく、塔跡周囲でもほとんど

瓦は出土 しない。瓦の大半は第2発掘区西端付近

のものである。

主な出土遺物は、丸 。平瓦、軒丸 。軒平瓦、英

斗瓦、土師器、須恵器、瓦器、陶磁器で、特筆す

べきものとしては、ガラス小玉鋳造用の鋳型があ

る。また、第1発掘区西半では、奈良時代の遺構

面の下層から弥生土器やサヌカイ ト製の石器が出

土している。

軒丸瓦は49点で、ほぼ6138C型 式と7251型式

である。軒平瓦は57点 で、ほぼ6712A型式 と

6712B型式である。この出土状況を見る限り、時

期的に考えて6138Cと 6712Aが、7251と 6712B

がそれぞれセットで用いられていた蓋然性が高い

ように思われる。

土器については、比較的まとまって出土 した

SD102の ものについて述べる。1は須恵器杯蓋。

外面および縁部にかけてはロクロナデ、内面は不

写真及び図 1/1

定方向のナデ調整。2は須恵器杯B、 3・ 4は須恵

器杯A。 三者とも底部外面はヘラキリのままであ

る。5は須恵器皿B。 内外面とも丁寧なロクロナデ

調整でかなりきめ細かい肌触りとなっている。6

は土師器皿で、日径の大きさから皿Bになると思

われる。日縁部は短く内側に返り、体部はゆるい

S字状を呈す。内外面ヨヨナデ調整で、暗紋を施

す。7は土師器杯A。 日縁端部はややつまみ上げた

ようになっている。内外面ヨコナデ、底部外面ユ

ビオサエで、暗紋を施す。8は土師器高杯。杯部

とは接着面ではがれている。ヨコナデ調整の後、

面取りを行っている。9は須恵器壺Q。 10は須恵

器鉢F。 内面は白く、外面は黒い。底部外面には

爪痕が残る。

11は、SK103か ら出土したガラス小玉鋳造用の

鋳型である。素焼きの土製品で、11個の玉型が残

る。図の右辺は鋳型の端部が残っており、これに

対し型の列は斜めに4列並んでいる状態である。

玉型の直径は約0.5cm、 深さ約0.3cmで、玉の孔と

なる芯棒を立てる穴の直径は約0.lcmで ある。
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V.ま とめ

各発掘区には柱穴と考えられる穴がいくつかあ

るが、発掘区内で完全にまとまるものはない。

第1発掘区では、SD101近辺に柱穴が多く、柱根

が残るものもある。第2発掘区西壁際では、瓦堆

積層下から大型の柱穴 (も しくは小型の井戸か)

を検出したが、位置確認にとどめている。第4発

掘区では、整地土層の上下で柱穴を検出した。南

北棟の一部 と見 られるものが多く、3時期以上の

建て替えがあったようである。特にSD103の 下か

ら検出した東西2間の柱列は、南北棟掘立柱建物

の妻柱列の可能性が高く、この付近まで建物が建

てられていたことが明らかとなった。

溝についても、今回の発掘区で全容が捉えられ

るものはない。SD101は 残存状態は悪いが、小礫

が敷かれた溝の可能性が高く、塔院を東西に分け

る道路等の存在が予想された。しかし、対となる

溝や明らかな路面は確認できなかった。位置的に

見 る と、 大 安 寺 南 大 門 の 中心 線 が、 Y=―
16,847.82mであり、溝心はこれより4.6m東 に寄

ってお り、現状では、この溝が塔院の施設に関係

するものとは考えにくい。

第1発掘区西端の整地部分の東端にも南北の溝

を検出したが、この溝は整地土層の下から掘 り込

まれており、整地土層の一部は、この溝を超えて

若干東へ広がっていることが、壁面の土層から確

認できた。 したがって、この溝は整地を区切るも

のでもなく、時期的にも不明なものであるため、

今回、扱いを保留しておいた。

第2発掘区で検出したSD102は条坊側溝の可能

性があるものである。北側が発掘区外となるため、

確実に溝であるかどうかは言い切れないものの、

当調査地東方で行った平成 12年度の市DA91次調

査においても、X=-148,280m付 近から北へ落

ちる溝が検出されてお り、坪境小路南側溝の可能

性が高いと判断されている。出土遺物は奈良時代

の中頃と考えられるものであり、その頃この溝が

埋められたとするならば、塔院の建設は、奈良時

代後半になってからである可能性も出てくる。

第4発掘区で検出したSD103・ 104は、第2発掘

区では検出できていない。これはさきのSD102の

北に存在する可能性のある坪境小路北側溝に接続

して途切れているのか、あるいはそれほど長くな

いものなのか不明である。SD103は 、柱掘形との

重複 関係か ら条坊 と関連す る とは考 え難 く、

SD104も 柱位置との距離を考えるとその可能性は

低いように思える。ここであえてSD104が築地の

雨落ち溝であった可能性を考えて、昭和58年度の

市H」 56次調査において得 られた東三坊大路の西

側溝心の値 (X=-148,038.Om、 Y=-16,990。 5

m)に 照らしてみると、雨落ち溝心から東側溝心

まで18尺 (5.4m)と した場合、東側溝心がY=―

16,972.45mと な り、東三坊大路の幅員がちよう

ど6丈 (18m)と なる。東側溝と雨落ち溝との間

は、東側溝の幅によるが、さきの58年度調査で検

出した西側の築地塀 とほぼ同じものが想定でき

る。あくまで可能性の域を出ず、今後の調査で確

認すべき問題である。

今回、塔院の遺構として確実な判断を下せるも

のはなく、回廊等の痕跡も認められなかった。第

1発掘区西端付近に認められる整地部分 (平面図

のアミロ部)は、厚さがそれぞれ約0,lmの硬くし

まった整地上が3層 か らな り、塔基壇 との関係把

握が今後の課題となる。その上面に約0.05mの砂

層を挟んで瓦を多く含む層が堆積している。この

瓦集中堆積層には9世紀に属すると思われる瓦が

含まれてお り、塔の創建時期または建て替えを考

える重要な資料と考えられる。

第2発掘区の西端付近は西に向かって下ってお

り、この付近にも瓦を多量に含む層が堆積してい

る。やはり奈良時代後半から平安時代にかけての

瓦が含まれ、第1発掘区西端の瓦堆積層と同時期

とみられるが、塔自体に葺かれていたものかどう

かは不明であり、なぜ塔院敷地の端にこれだけの

瓦が堆積しているのかも現時点では不明である。

今回の調査は、あくまで残存遺構の状況・遺構

面の確認等、今後の調査の資料を得ることを目的

としたため、個々の遺構の全容についてはつかめ

ていないものがほとんどである。そのなかで塔に

先行する条坊の存在の可能性や、掘立柱建物の存

在、整地土層のあり方等、今後の調査のための重

要な手掛かりを得ることができた。 (松浦五輪美)
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2.史跡大安寺旧境内 (食堂井大衆院跡推定地)の調査 第93次

調査地は、史跡大安寺旧境内の北端部分、大安

寺の伽藍復原においては、食堂井大衆院跡推定地

北方に該当する。また、現存する杉山古墳の北西

約40mに位置している。過去に周辺において発掘

調査は行われておらず、旧境内地でも比較的調査

例の少ないところである。

したがって、今回の調査では、奈良時代の遺構

の確認を目的とし、また、旧境内地で通有にみら

れる中 。近世の遺構の有無を確認することを目的

とした。

発掘区内の基本的な層序は、上から、表土、淡

灰褐色土、明橙色粘質土、濁灰橙色砂質土と続き

地表下約0.4mで明橙色砂質土の地山 (無遺物層)

に至る。地山上面の標高は概ね61.8mで ある。遺

構の存する面は地山上面である。

検出した遺構には、室町時代の井戸・土坑、江

戸時代の上坑がある。

SE01は、発掘区中央南で検出した瓦積の井戸。

内法約0,8m、 深さ約2.Om。 掘形は約1.7mの平面

円形。基底部に人頭大の礫を置き、その上に丸

瓦・平瓦を60段以上積み上げて構築 しているが、

上から約0.5m分 の瓦が抜き取られている。枠内か

ら奈良時代の土師器、須恵器、丸瓦、平瓦、面戸

瓦、碍、14世紀中頃の上師器、中世の丸瓦、平瓦、

六
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軒平瓦 (3点 )、 時期不明の陶器 (瀬戸)な どが出

土した。このことから、この井戸は14世紀中頃ま

でには埋没したことがわかる。

SK02は、発掘区中央東で検出した平面隅丸方

形の上坑。東西0.2m以上、南北約0.4m、 深さは

約0.3mで ある。埋土か ら14世紀中頃の土師器、

16世紀の土師器、瓦質土器などが出土した。

SK03は、SE01の東で検出した平面隅丸方形の

上坑。東西約0.4m、 南北約0.3m、 深さ約0。3mで

ある。埋土から15世紀後半の瓦質土器、16世紀の

土師器、時期不明の瓦器が出土した。

SK04は、発掘区の中央西で検出した平面隅丸

方形の土坑。東西約0.5m、 南北約0.5m、 深さ約

0.3mである。埋土から16世紀と思われる土師器、

時期不明の瓦質土器が出土した。

SK05は、発掘区中央東で検出した平面不整形

の上坑。東西約1.5m以上、南北約2.5m以上、深

さ約0.2mで ある。埋土から奈良時代の須恵器、丸

瓦、平瓦、軒平瓦 (6712型式A種が1点 )、 16世

紀後半から17世紀前半にかけての上師器、瓦質土

器、17世紀後半から18世紀初にかけての国産陶磁

器が出土した。

今回の調査では、中・近世の遺構を検出したが、

奈良時代の遺構は検出できなかった。 (山前智敬)

第93次調査 遺構平面図 1/100
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第93次調査 発掘区 全景 (東から)
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第95次調査 遺構平面図 1/100
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表土

茶褐色土

濁灰褐色土

褐色粘質土

褐灰色粘土

淡灰色砂

茶褐色粘質土 (SD02C埋 土 )

灰色粘質土 (SD02C埋 土)

|

9 濁黄灰色粘土 (SD02B埋 土 )

10 灰色砂 (SD02B埋 土)

11 暗灰色粘土 (SD02A埋土)

12 淡灰色砂質土 (SD02A埋土)

13 灰色粘質土 (SD02A埋土 )

14 黒灰色粘土 (SD02A埋土)

15 茶色砂 (地 山)

16 青灰色砂礫 (地 山)

調査地は、大安寺の伽藍復原では、旧境内の北

東隅、賤院跡推定地の北方にあたる。調査地東隣

接地で行った市DA第 39次調査 (平成元年度)で

は、顕著な遺構はなかった。今回の調査では、奈

良時代及び中 。近世の遺構の確認を目的とした。

発掘区内の基本的な層序は、上から、表土、茶

褐色土、濁灰褐色土、褐色粘質土、褐灰色粘土と

続き、地表下約0.8mで茶色砂の地山 (無遺物層)

に至る。遺構の存する面は地山上面で、その標高

は概ね64.lmである。

検出した遺構には、中世の土坑、溝、近世の溝

がある。

SK01は、西半を後述するSD02に より壊された

土坑。東西0.5m以上、南北1.4m以 上、深さ約0。2

m。 埋土から奈良時代の須恵器、15世紀の上師器、

瓦質土器、時期不明の釘、鉄滓が出上した。

SD02は、発掘区のほぽ中央を南北に通る溝。

長さ1.4m分を検出した。埋土の堆積状況から、3

回以上の改修がある。溝を改修された順にA・

B・ Cとすると、Aは、幅2.5m以 上、深さ約0,6m。

埋土から奈良時代の土師器、須恵器、丸瓦、平瓦、

軒平瓦 (6702型 式G種 )、 15世紀の土師器、瓦質

土器、 16世紀の土師器、瓦質土器、黒色漆器椀な

どが出上した。Bは、Aよ り東にずれる。幅1.Om

以上、深さ0.5m以上。埋土から奈良時代の須恵器、

16世紀の土師器、 16世紀後半から17世紀初の土

師器、陶器 (志野)な どが出土した。Cは、Bが埋

没してから新たに掘られたもの。幅3.lm以 上、深

さ0。4m。 埋土から奈良時代の須恵器、軒丸瓦 (型

式不明)、 16世紀の上師器、17世紀中から後半の

上師器、 17世紀後半の磁器 (染付)、 時期不明の

瓦質土器が出土した。出土遺物から考えると、A

イま16世紀に、 Bは 16世紀後半から17世糸己初イこ、 C

は17世紀中から後半に埋没したものと思われる。

今回の調査では奈良時代の遺構は検出できなか

った。溝SD02は、形状と位置関係か らみて、市

DA第 85。 86次調査 (平成11年度)で検出した溝

第95次調査 発掘区北壁土層図 1/50

第95次調査 発掘区 全景 (北東から)
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と同一であると思われる。 (山前智敬)



Ⅳ その他の調査



平成 13年度は、平城京跡、平城京東市跡推定地、

史跡大安寺旧境内のほかに、 7遺跡7件 の調査 と、

13件の試掘・確認調査、213件 の工事立会を実施し

た。

7遺跡の内訳は、元興寺旧境内、奈良町遺跡、東

紀寺遺跡、柚ノ川イモタ遺跡、水間遺跡、窪之庄北

浦遺跡である。このうちの奈良町遺跡1件について

は、平成12年度概要報告書に報告済みである。柚

ノ川イモタ遺跡、水間遺跡3件 については、後 日、

別冊により報告する予定である。したがって、本報

告書に掲載するのは、元興寺旧境内・奈良町遺跡、

東紀寺遺跡、窪之庄北浦遺跡の3件である。

このうち、窪之庄北浦遺跡の調査地は、従来、遺

物散布地 (奈良県遺跡地図第1分冊8-B 74)と し

て取り扱っていた範囲の東端にあたる。今回、顕著

な遺構を検出したので、新たに遺跡名を付した。

窪之庄北浦遺跡 (QK)第 1次調査 第3発掘区全景 (南西から)

本文121頁
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1.東紀寺遺跡の調査 第5次

調査地は、能登川扇状地の扇央部で、古墳時代

の集落遺跡である東紀寺遺跡の南東辺に位置す

る。旧状は水田で、京東条里の五条四里の一画に

あたり、西辺付近で坪境が想定される。戦前には

西隣接地が陸軍の練兵場であった。

調査地の西隣接地では、平成8。 10年度に県営

住宅建替に伴い奈良県立橿原考古学研究所が発掘

調査を行っており、埋土中に古墳～奈良時代の遺

物を含む旧能登川とみられる河川と古墳時代～中

世の遺物包含層を確認している (県 1996・ 1998

年度)。

今回の調査は、遺跡南東辺の様相の把握を目的

とし、3箇所の発掘区を設定して実施した。

北発掘区 層序は、旧建物に伴う造成土の下に

水田に伴う耕土と盛上があり、その下で扇状地堆

積層である地山の灰色シル ト混砂礫 (無遺物層)

となる。発掘区西寄 りでは水田盛土と地山との間

にさらに古い水田の床土である灰色砂質シル ト層

(中・近世の上器片を含む)がある。

遺構の存する面は、地山上面 (標 高 100,0～

100.6m)で、西寄 りで南北溝SD01を 確認した。

幅5m、 深さ0.3mで、埋土は暗灰色砂質シル トで

ある。

中央発掘区 層序は、旧建物に伴う造成上の下

に水田の耕土 (近世土器片を含む)があり、その

下が地山の灰黄色砂混じり粘土 (無遺物層)と な

る。 発掘区西寄 りでは水田の耕土と地山との間に

古墳～奈良時代の遺物包含層がある。発掘区西辺

では水田の耕土上面か ら約lmの切土がなされ、

西落ちの段差が形成されている。

遺構の存する面は、地山上面 (標高 100.5m)

で、古墳時代後期の掘立柱建物1棟 (SB02)、 溝 1

条 (SD03)、 平安時代以降の溝1条 (SD04)と 、

HK第5次調査 発掘区位置図 1/6,000

Ⅳ その他の調査

調査次数  HK 第5次            調査期間  平成14年 1月 15日 ～2月 19日

事 業 名  東紀寺町3丁目707         調査面積  397だ

届出者名  奈良市長             調査担当者  安井宣也

調 査 地  第9号 (紀寺)市営住宅建替事業

造成盛土

水田耕土

黒灰色砂質粘土

灰色砂礫

青灰色砂質シル ト

灰色ンル ト混粘上

灰色砂・ シル ト

灰色ンル ト混粘土

青灰色砂礫混シル ト

灰色砂礫

灰色礫

灰色砂質シル ト

13 暗灰色砂質シル ト

14 暗灰色砂質シル ト

(13・ 14 SD01埋土)

15 灰色砂礫

16 灰色シル ト混砂礫

17 灰色粘土混砂

７

８

９

・０

■

・２

18 黄灰色粘土・ 暗灰色粘土 (互 層)

19 灰色シル ト質粘土

20 黒灰色砂質シル ト

21 灰色砂質シル ト (柱穴 )

22 灰黄色砂混シル ト

(15～ 19・ 22 地山)
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東紀寺遺跡の調査 第5次

南発掘区 全景 (北西から)

近代の土坑1基 (SK05)を 確認した。SB02は、

梁間3間以上の南北棟建物とみられる。棟方向は、

座標北に対しやや東に振れる。SD03は、幅0.4m、

深さ0.2mの溝。埋土は褐灰色砂質シル トで、古墳

時代後期の土器片が出土 した。 S D04は 、幅

1.5m、 深さ0,3mの溝。埋土は灰色シル ト・砂礫

で、古墳・奈良時代の土器片が出土した。重複関

係からSB02や柱穴より新しい。土坑SK05か らは、

近代の薬きょうが出土した。

南発掘区 層序は基本的に中央発掘区と同様

で、発掘区西辺では切土により西落ちの段差が形

成されている。

発掘区内の大半は旧建物の基礎工事等による掘

削で地山が掘 り下げられ、遺構は残っていなかっ

たが、西寄 りの南壁断面で地山の暗灰黄色砂混じ

り粘土層が一部残 ってお り、その上面 (標 高

100。3m)か ら掘削された遺構が観察できたため、

この層が残る範囲について発掘区を拡張して調査

を実施 したところ、古墳・奈良時代の掘立柱列4

南発掘区 拡張部 (東から)

条 (SA06～ 09)と 溝1条 (SD10)を確認した。

SA03～ 06は、建物や塀の一部の可能性がある。S

D10は、深さ0.2mの 南北溝で、西岸が残っていた。

埋土は褐灰色砂質シル トで、古墳時代後期の土器

片が出土した。

出土遺物 遺物整理箱2箱分の土器 と瓦片1点、

金属製品 (近代の薬爽)2点がある。土器には、

古墳時代後期の土師器杯・高杯・甑、須恵器蓋

杯・甕・疎 奈良時代の須恵器杯・蓋 。甕、鎌倉

～江戸時代の土師器皿、瓦器椀、陶 。磁器椀等が

ある。薬交は中央発掘区の上坑SK05か ら出土し

たもので、陸軍の38年式歩兵銃用のものらしい。

今回の調査の結果、調査地は古墳時代後期～奈

良時代の集落の一画であることがわかった。西隣

接地で確認された河川は、調査地の北側を流れて

いたようである。北発掘区で確認した溝SD01や

中央及び南発掘区の西辺で確認した西落ちの段差

は、その位置から条里の坪境の地割を反映してい

北発掘区 全景 (北西から) 中央発掘区 全景 (北東から)

-118-

ると思われ る。 (安井宣也)



Ⅳ その他の調査

一―一千T一Ｔ

第5次調査 遺構平面図 1/200
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調査次数  GG 第55次

事 業 名  住宅建設

届出者名  個人

調 査 地  中新屋町12

調査期間  平成13年 6月 21日 ～6月 28日

調査面積  22∬

調査担当者  武田和哉

元興寺旧境内・奈良町遺跡の調査 第55次

2.元興寺旧境内・奈良町遺跡の調査 第55次

GG第55次調査 発掘区位置図 1/6,000

第55次調査 発掘区全景 (東から)

-15,310

|

調査地は、元興寺旧境内の伽藍復原では、講堂

想定地の北西部分に該当している。東西12.4m、

南北1.8mの発掘区を設定した。

発掘区内の基本層序は、上から造成土 (約 0。 lm)、

暗茶灰色土(約 0.2m)、 黄褐色土(約 0,3m)、 暗灰褐

色土 (約 0.4m)、 淡灰褐色土 (約 0。 2m)、 茶褐色

土 (約 0。 lm)と続き、地表下約1.3mで茶灰色シ

ル トもしくは茶灰色砂礫の地山に至る。地山上面

の標高は約88,7mである。

検出した遺構は、溝1条、土坑2基があり、いず

れも近世のものである。

SD01は、発掘区東側で検出した南北方向の溝

である。幅約0.5m、 深さ約0.lmで、北と南は、

発掘区外へと続く。SK02は、発掘区西側のやや

中央よりで検出した土坑である。北側は発掘区外

へと続 く。東西約 1.8m、 南北約0.5m分 を検出し

た。深さは約0,2mである。SK03は、発掘区西端

で検出した土坑である。北側は発掘区外へと続く。

東西約 1.2m、 南北約0,8m分 を検出した。深さは

0.15mで ある。埋土からは、奈良時代の瓦と中世

の瓦質土器や播鉢等が出土した。

遺物は、遺物整理箱で約 5箱分が出土 した。

中 。近世の瓦や土器の破片が大半を占め、奈良時

代の瓦片も若干含まれている。

(武田和哉)

A
-147038

第55次調査 遺構平面図 1/100
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Ⅳ その他の調査

3.窪之庄北浦遺跡の調査 第1次

調査次数  QK 第1次            調査期間  平成14年 2月 25日 ～3月 31日

事 業 名  仮称山村東西線道路新設工事    調査面積  63∬

届出者名  奈良市長             調査担当者  中島和彦

調 査 地  山蠣牲ム 75CX窪迦」晒励I渤ゝ

QK第 1次調査 発掘区位置図 1/6,000

調査地は、笠置山地から盆地内にのびる丘陵上

の端にあり、南側はすぐ谷である。遺物の散布は

この谷をはさみ、南北両側の丘陵に広がる。

尾根筋に直交 して3箇所の発掘区を設定し、北

から第 1。 2・ 3発掘区とした。

発掘区内の層序は、第 1・ 2発掘区とも、厚さ

0.1～ 0.2mの耕土直下で明橙色砂礫の地山 (無遺

物層、上面の標高約90.6m)と なる。第3発掘区

は、上から耕土、造成上、耕土 (暗茶褐色土)で、

地表下、北で約0,35m(標 高約91.6m)、 南で約

0。9m(同約90,3m)で明橙色砂礫の地山 (無遺物

層)となる。地山上面は南に緩やかに傾斜する。

SB01は、東西棟掘立柱建物の東妻柱列と考え

られる。SB02は、両面廂付東西棟掘立柱建物と

考えられ、発掘区外東西に続 く。SB03は、北面

廂付東西棟掘立柱建物の妻柱列または塀と考えら

れる。 いずれの建物 も主軸は北で西に振れる。

SB02か らは奈良 。平安時代の上師器皿が1点出土

し、これらの建物は古代以降のものといえる。

出土遺物には、土師器、須恵器、灰釉陶器片が

第1次調査 遺構平面図 1/200約40点、瓦が2点ある。 (中島和彦)
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試掘調査・確認調査

4.試掘調査・確認調査

平成13年度は、遺構の有無と遺構の状態を確認   した。

するために、奈良県教育委員会の指導のもと、13    これらのうち、良好な遺構が発見され、保存措

件の試掘調査及び確認調査を実施した。その結果   置がとれない2件 (調査次数 :200卜03-04次 )

を以下の表に示した。                については、届出者と協議し、本調査を実施した。

調査次数は、実施した順序で付したものである。   200103次 の本調査成果は、平城京跡463次調査

遺跡の内訳は、平城京跡が7件、その他が5件で、   として、本報告書に別に掲載したので参照された

遺跡に該当しなかったものが1件である。平城京   い (84～ 85頁 )。 200104次 の調査成果は、平成

跡については、遺跡名を省略し、条・坊・坪で示   14年 度の報告書に掲載する予定である。

試掘調査・確認調査一覧表

調査
次数

遺跡名 調 査 地 調査 日
調査
面積

届出者/事業内容
届出
受理番号

左京六条一坊十四坪 柏木町421-1、  422-1、  -5 20010412 30Υ I個 人/店舗付事務所 H12、  3327

調査結果 計画建物の基礎は、地表から17m下 の奈良時代の遺構面まで達しないことがわかった。

2001
-02

左京三条四坊三坪 大宮町3丁 目511 20010615 43♂
国土 交 通 省 近 畿 地 方 建 設 局 奈 良国道 事 務 虜 /
車落 所 軒 笙

H12、 3297

調査結果 建物予定地の2箇所に発掘区を設定して調査したが、いずれも中世以降の河川堆積で、奈良時代の遺構はなかった。

2001
-03

右京三条三坊十三坪 菅原町5131番 地 200と 0703 30♂ 個人/共同住宅新築 H13

調査結果 鎌倉時代の溝、土坑を検出し、奈良時代の瓦が出上したため、同年度に本調査を実施した。 (平城京第463次調査)

2001
-04

右京四条四坊一坪 宝来3丁 目町1801番地、ほか  20010830  1 30∬ 1個 人/共同住宅新築 I H13、 3033

調査結果 奈良時代の柱穴を検出したため、平成 14年度に本調査を実施 した。 (平城京第483次調査 )

2001
-05

古市遺跡 古市町5294番 地 20010911 45∬ 社会福祉法人こぶしの会/社会福祉施設新築 H13、 3104

調査結果 室町時代の柱穴、溝を検出したため、基礎構造を変更し、遺構を保存した。

秋篠寺旧境内 秋篠町935, 936番 地、 ほか 20011004 21∬ 三和住宅株式会社/宅地造成 H10、  3039

調査結果
旧境内の北辺部分に発掘区を設定した。寺の関連遺構はなかったが、古墳時代前期の土坑1基を検出した。発掘区周辺の

治成は幕十工事であったため、遺構は保存された。

2001
-07

右京五条四坊五坪 五条3丁 目898番地、ほか 20011018-19 250ギ ヤブウチ建設株式会社/宅地及資材置場造成 H13、 3143

調査結果
丘陵の南辺の一部で奈良時代の柱穴を検出したが、事業地の大部分は近世以降の畑地造成で削平されてお り、奈艮時代の

遺構はなかった。

南紀寺遺跡 古市町2594番 地 20011115 ２
ｍ 株式会社なかむら工房/宅地造成 H13、  3190

調査結果 奈良時代の溝を1条検出した。工事は遺構面まで及ばないことがわかった。

左京三条四坊三坪 法華寺町312、 313番地、ほか 20011112-13 24∬ オーエスハウジング株式会社/宅地造成 H12、  3297

調査結果 奈良時代の溝1条、石敷遺構、石列、柱穴を検出。緑釉軒瓦、緑釉平瓦が出土。工事は遺構の存する面まで達しない

2001
-10

(遺跡に該当せず) 南京終町1丁 目128番 1、 ほか29筆 20011203-05 129ド 奈良交通株式会社/物品販売用店舗 H13、 4003

調査結果
遺跡有無確認踏査。建物予定地に6箇所の発掘区を設定し調査した。遺物は少量出土するが、明確な時期のわかる遺構は
確認されなかった。なお、平成15年度に再度、試掘調査を実施した。

2001
-11

左京二条四坊四・五坪 芝辻町3丁 目11, 2番地、ほか 20011215 80r 株式会社ディスト/共同住宅 H13、  3074

調査結果 中世以降の佐保川の堆積層をによって削平されていた。

2001
-12

南紀手遺跡 高畑町381番地 200203.25 81ぽ 有限会社ダイヤハウス/宅地造成 H13、  321(

調査結果 時期不明の石垣を1条検出した。

2001
-13

元興寺旧境内 中院町14番地 200103.28 91n 個人/個人住宅増築 H13、  329乏

調査結果 住宅の基礎は、近世の遺構面上面までしか達 しないものであることがわかった。
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5。 工事立会

平成 13年度に提出された埋蔵文化財発掘届出

書 。通知 (文化財保護法57条 2.3)イよ計324件、現

状変更等許可申請書 (文化財保護法80条 )は 75件、

遺跡有無確認踏査願 (県教育委員会通知)は 8件

である。提出された書類に基づいて、文化庁 。奈

Ⅳ その他の調査

良県教育委員会から奈良市教育委員会が土木工事

に際して工事立会するように指示されたもののう

ち、平成 13年度に実施したものは、下表の213件

である。なお、平城京跡については、遺跡名を省

略して、条・坊・坪、あるいは道路名で示した。

文化財保護法57条 2・ 3の埋蔵文化財発掘届出書、通知に伴う工事立会

工事立会一覧表 (1)

番 号 日付 遺跡名 届出地 届出者 事業内容 届出受理番号 現 況 立会結果

1 1304,02 し京一条二坊六・十一
`

二条町2丁 目5413 個  人 個人住宅新築 H12、 3295 宅 地 GL-11lmま で掘削。盛土内

130402 古 市 遺 跡 古市町15441 古市小集落
改良事務所 個人住宅新築 H12、 宅 地 GL-1lmまで掘削。盛土内。

3 130402 左京六条三坊十六坪 大安寺3丁 目1081 個  人 共同住宅新築 H12、 3255 宅 地 GL-055mで遺構面 (地 山)

4 130404 左京一条三坊六坪 法華寺町1251 未式会社
毛工務店・個人 宅 地 造 成 H12、 3268 水 田

GL-04mで遺構面 (地 山)

遺構確認。

5 130404 左京五条六坊十四坪
奈 良 町 遺 跡 瓦堂町10 個  人 個人住宅新築 H12、 3289 宅 地 GL-05mまで掘削。盛土内。

6 130404 左京三条四坊十五坪 大宮町5丁 目1345 個  人 個人住宅新築 I112、 宅地 GL-065mま で掘削。地山確認。

7 1304.06 右京二条三坊六坪 菅原町204 個  人 個人住宅新築 子112、 3144 宅地
GL-08mまで掘削。区画整
理で発掘調査済。

8 13.0411 右京 五条大路
五条町3丁 目886-2
の一部 個  人 個人住宅新築 H12、 3054 宅地 GL-05mまで掘削。盛土内。

9 130411 右京六条三坊九坪
六条町1丁 目6891
の一部 個  人 個人住宅新築 H12、 3335 宅地 GL-125mま で掘削。地山確認。

130412 左京二条五坊四坪 芝辻町3丁 目688 個  人 個人住宅新築 H12、 3341 宅 地 GL-025mま で掘削。盛土内

130417 遺 物 散 布 地 左京4丁 目55 三井不動産株式

会社関西支社
分譲住宅建設

=王

12、 3259 宅地 区画整理で造成済。

130409
-0419

ヒシャゲ古墳隣接地
松 林 苑 TTA

佐紀町内 奈良市長 公共下水道築造工事 H12、 3281 道路 GL-lm前 後で地山確認。

1304.20 左京二条五坊十六坪 法蓮町986-121 個  人 個人住宅新築 H12、 3387 宅 地 GL-04mで地山確認。

130420 右京四条一坊十二坪 南新町571 個  人 駐車場、資材置場 H12、 3324 水田 GL-0.3mま で掘削。

130423 朱 雀 大 路 南新町1084 個  人 駐車場造成 H13、 水 田 GL-04mまで掘削。

130423 左京四条五坊十三坪 三条宮前町3H l 個 人 事務所建設 H12、 宅 地
GL-1,lmまで掘削。区画整
理で発掘調査済。

130423 西 三 坊 大 路
西 大 寺 旧境 内

西大寺野神町2丁 目
1796-8 個  人 個人住宅新築 H12、  3318 宅 地 掘削のないベタ基礎。

13.0424 左京四条一坊一坪
四条大路3丁目951
1の一部

大将軍神社
代表役員 神社の移転 H12、 3344 その他 GL-045mま で掘削。盛土内

130501 広大寺池遺跡 池田町4076 個 人 墓 地 造 成 H13、  3080 宅 地 GL-1lmま で掘削。地山確認。

130507 右京 三条条間路 宝 来 4丁 目9671 帥ローソン 広告棟の設置 H12、 宅 地 GL-1lmま で掘削。地山確認。

130507 左京二条二坊十四坪 法華寺町2941 個  人 畑 地 造 成 H12、 3342 水 田
GL-02mで灰色砂質土検出、
河川堆積か。

130507 古 市 遺 跡 古市町16411 個  人 個人住宅新築 H12、 宅 地 3L-05mまで掘削。旧表土確認。

1305.09 右京 西一坊大路
七条町1丁 目1651
-3 個  人 個人住宅新築 H13、 宅 地 L-05mま で掘削。盛土内。

13.05,09
06.11

左京二条四坊
二条条間路 法蓮町25614 個  人 個人住宅新築 H13、 宅 地 L-08mま で掘削。耕土内。

130510 左京八条三坊七坪 杏町546-1 個  人 共同住宅新築 H12、 宅 地 L-135mで地山確認。

130511 左京三条三坊十五坪 大宮町6丁 目218 仰田村総業 店 舗 建設 H12、 3333 宅 地 L-06mま で掘削。盛土内

130514 右京四条二坊九坪 尼ヶ辻中町1761 個  人 個人住宅新築 I112、 宅 地 GL-03mまで掘削。盛土内

13.05,16 左京四条五坊十二坪
奈 良 町 遺 跡 杉ヶ町431 個 人 個人住宅新築 H13、  3006 宅地 GL-03mまで掘削。盛土内

130521 左京七条四坊七十坪 東九条町11541 個 人 駐車場造成 H13、 水 田 07m盛土造成のみ。

130521
、 0528 紀寺跡、奈良町遺跡 紀寺町649の 一部 個  人 個人住宅新築 H12、 3347 宅 地 GL-16mま で掘削。地山確認。
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1305.21 左京六条三坊十四坪 大安寺2丁目61 個  人 個人住宅新築 H12、 3231 宅 地
GL-03mまで掘削。盛土・
耕土内。

1305.21
～0525

興福寺旧境内
平城京跡、ほか

登大路町、ほか
循環道路各所 奈良市長 交通表示板の設置 H12、 道路 GL-135m前後まで掘削。

1305,02 右京二条四坊十二坪 青野町1491の一部 個  人 個人住宅新築 H13、 3016 宅 地 GL-105mま で掘削。盛土内。

34 13.05,03 右京二条二坊十二坪 西大寺国見町29637 個  人 個人住宅新築 H12、  3332 宅 地 GL-02mまで掘削。盛土内。

130503 右京一条北辺三坊七坪
秋篠早月町
209-25、  215-3 個  人 個人住宅新築 H13、 宅 地 GL-03mまで掘削。盛土内。

13.06.04 左京三条七坊八坪
奈 良 町 遺 跡

後藤町171、 18 個  人 個人住宅新築 H13、  3059 宅 地 GL-0.25mまで掘肖1。 表土内。

130605 七 坊 坊 間 路
奈 良 町 遺 跡

紀寺町685Ⅲ 2 個  人 個人住宅新築 H13、  30盗 6 宅地 GL-045mま で掘削。表土内。

130606 左京九条二坊十坪 西九条町2丁 目121 個  人 事務所住宅新築 H13、 宅 地 GL-07mまで掘削。盛土内。

130607 左京一条四坊十三坪 法蓮町6461の 一部 個  人 個人住宅新築 H13、 3024 宅 地 GL-02mま で掘削。盛土内。

13.06.12 新薬師寺旧境内 高畑町3871の 一部 個  人 個人住宅新築 H13、 宅地 GL-06mま で掘削。礫層を確認。

41 130615 元興寺旧境内
奈 良 町 遺 跡 東寺林町122、 他 個  人 個人住宅新築 H13、 宅地 GL-03mまで掘削。表土内。

130615
0629

左京四条五坊十一坪
奈 良 町 遺 跡

杉ヶ町44-4 個  人 個人住宅新築 I112、 3051 宅 地
GL-065mま で掘削。地山と
奈良時代の遺構面を確認。

13.06.18 右京 西二坊大路 七条町1丁 目4091 個  人 個人住宅新築 H13、 3026 宅 地 GL-03mま で掘削。盛土内。

44 1306.18 右京二条三坊―・八坪 西大守南町21231 (医 )

北村皮膚科医院
個人医院新築 H13、 宅 地

GL-18mまで掘削。河川堆
積層を確認。

45 130618 左京八条四坊六・十一坪 東九条町6223 個  人 個人住宅新築 H13、  3055 宅 地 GL-015mま で掘削。耕土内。

46 130619 京二条七坊 (二 条大路)

奈 良 町 遺 跡
油留木町 21、 221、 4 個 人 個人住宅新築 H13、 3042 宅地 GL-0.3mまで掘削。盛土内。

13.06.19
坪五

跡朔囀
条
良一岸奈

左
法蓮町10552 (有 )紀の国住宅 分譲住宅新築 H13、 3165 宅 地 GL-025mま で掘削。盛土内。

130619 左京六条三坊十一坪 大安寺2丁目661 個  人 屋根付ガレージ建設 H13、  3007 場

空

車

青

駐 GL-04mまで掘削。盛土内。

49 130619 左京五条六坊八坪 南新町241、  3 個 人 店 舗 新 築 H13、  3034 宅 地
GL-09mまで掘削。近世包
含層灰色粘土まで達する。

130621 右京六条三坊一坪 六条町1丁 目5752 豊徳工業 (株 ) 分譲住宅新築 H13、 宅 地
GL-08mまで掘削。耕土下
の床土まで達する。

13.06.26 左京二条六坊一坪 錬五
吻大路)、 奈良町遺跡 法蓮町991-3、  ほか 個  人 個人住宅新築 H12、 3352 宅 地 工事先行。土層観察できず。

130626 右京六条四坊一坪 六条町1丁 目90415 個  人 個人住宅新築 H13、  3323 宅地
GL-0,3mまで掘削。地山ま
で達する。

130627 右京四条二坊―・八坪 尼ヶ辻中町3533 個 人 個人住宅新築 H13、  3060 宅地
基礎掘削なし。GL-lmまで
地盤改良。

1306.27 古 市 城 跡 古市町2236-5 個  人 個人住宅新築 H13、  3066 宅 地 GL-06mまで掘削。盛土内。

13.0702 左京五条六坊十坪
奈 良 町 遺 跡

西木辻町305-24 個  人 個人住宅新築 I112、 3363 宅地 GL-01mま で掘削。盛土内。

1307.02 右京四条四坊
(西 四坊大路)

宝来4丁目6571 個 人 賃貸住宅新築 H13、 3021 宅地
GL-05mま で掘削。地山と
奈良時代の遺構面を確認。

130705 緑ヶ丘遺物散布地 般若寺町3472の一部
条良市
k道事業管理者

事務所増築 H13、 その他 GL-07mま で掘削。地山面を確認

130709 右京一条北辺三坊五坪
西大寺北町三丁 目4111
、4102の 各一部

個  人 共同住宅新築 H13、 宅地 GL-04mまで掘削。耕土内。

13.07.10 右京三条二坊四坪 三条大路 5丁目1826 個  人 共同住宅新築 H13、 3073 宅 地 GL-01mまで掘削。盛土内。

13.07110 左京六条二坊九坪 大安寺西1丁 目28823 個  人 個人住宅新築 1113、 3049 宅 地 GL-03mま で掘削。盛土内。

130711 奈 良 町 遺 跡
高畑町13811の 一
剖き、 1381-5

個  人 個人住宅増築 H13、 宅 地 GL-015mま で掘削。盛土内

130711 左京一条七坊七坪
奈 良 町 遺 跡

手貝町81、 91の
各一部

個  人 個人住宅新築 H13、 宅 地 GL-02mまで掘削。盛土内。

1307.12 左京三条三坊七・十坪 大宮町6丁 目76 (株)垣内商会 飲食店新築 H13、 宅 地 GL-1.3mまで掘削。盛土内。

64 13,0712 左京三条四坊十三坪
(三条大路)

大宮町2丁目8234、
82-35 個  人 事務所改築 H13、 3084 宅 地

GL-15mまで掘削。攪乱さ
れていた。

13.07.13 紀寺跡、奈良町遺跡 紀寺町668-6 個 人 個人住宅新築 H13、  3054 宅 地 GL-03mま で掘削。盛土内。

130717 古 墳 隣 接 地 嵐1通 町847-2、  -3、

848、 867 個 人 個人住宅新築 H13、  3067 宅 地 GL-03mまで掘削。盛土内。

130718 左京五条二坊八坪 大安寺町5653、 ほか
岡林工務店
田中測量事務

宅 地 造 成 H13、  3036 雑種則 GL-lmまで掘削。耕土内。

130719 左京一条四坊十四坪
法蓮町645-4

個  人 個人住宅新築 H13、  3085 宅 地
GL-035mま で掘削。耕上下
で時期不明の上坑検出。

130723 内
跡

境
遺脚劇

興
奈 大豆山突抜町7 個  人 共同住宅新築 H13、  3068 宅 地

GL-03mまで掘削。近世包
含層確認。

13.0723
、 0725 右京五条四坊七坪

平松町4丁目4495、
449-7 個  人 個人住宅新築 H13、 宅 地 GL-015mま で掘削。盛土内。
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130730
～0801 右京三条一坊十坪 二条大路南4丁 目516] いニシダ

コーポレーション 店 舗 新 築 H13、  3039 宅 地 GL-12mまで掘削。盛土内。

130801 左京二条三坊七坪 法 華 寺 田丁325-1 個  人 個人住宅新築 H13、  3064 宅地 GL-02mまで掘削。盛土内。

130802 右京五条四坊二坪 平松四丁目34312 個 人 個人住宅新築 H13、  3015 宅地 GL-03mまで掘削。盛土内。

74 130803 左京八条四坊十六坪
(八条大路)

東九条町247-4、  -5 個  人 個人住宅増築 H13、  3089 宅 地 GL-03mまで掘削。盛土内。

130806 占京二条三坊―・八坪
西大寺南町2X221
2123-1、  2124 個  人 個人住宅新築 H13、  3083 宅地 GL-05mまで掘削。盛土内。

1308,07 奈 良 町 遺 跡
高畑町1417の一部、
1417-2、 -4 個 人 個人住宅新築 H13、  3056 宅地 GL-04mまで掘削。盛土内。

77 1308.08 左京四条四坊十坪 三条官前町2773 個  人 個人住宅新築 H13、  3086 宅 地 GL-025mまで掘削。盛土内。

130808 =京
三条六坊五坪
(三条大路)

下三条町522 個  人 個人住宅新築 H13、  3035 宅 地
GL-12mまで掘削。近世包
含層確認。

130808 右京三条三坊七坪
菅原田丁454-2、  -3の
一部 個  人 個人住宅新築 H13、  3071 宅地 掘削日未連絡。土層観察できず。

130813 菅 原 東 遺 跡
右京三条三坊三坪

西大寺駅南土地区画整翼

地区内66街 区10区画 個 人 店舗付アパート新築 H13、  3101 宅 地 GL-06mまで掘削。盛土内。

130813 左京三条四坊八坪 芝辻町2丁目23111
、 213-12 個  人 個人住宅改築 H13、  3094 宅 地 工事先行。土層観察できず。

130817 右京 一条北大路 西大寺ラヽ日丁206-4 個  人 事務所付マンション新築 H13、  3029 宅地 GL-04mまで掘削。盛土内。

130823 左京一条三坊六坪 法華寺町12522 い乾工務店 分譲住宅建設 H13、  3096 雑種刻 GL-02mまで掘削。盛土内。

蜘醒
コナベ古墳隣接地 法華寺町地内

奈良市水道
事業管理者 配水支管布設工事 H13、  3075 道路

GL-195mま で掘削。地山面
を確認。

］つ
右京五条二坊二坪 五条町275 奈良市長 公園便所改修 H13、  3088 公 園 GL-08mまで掘削。盛土内。

130827 右京二条二坊一坪 二条町3丁 目90-70 個  人 個人住宅新築 H13、  3090 宅 地 GL-04mまで掘削。盛土内。

130828 右京四条一坊三坪
四条大路町4丁 目
114-1 4~l宝住建 分譲住宅建設 H13 3062 宅 地 GL-08mまで掘削。盛土内。

130824
、 0829 左京五条四坊四坪 大安寺7丁 目25 個  人 個人住宅改築 H13、  3092 宅 地

GL-08mまで掘削。耕上下
の層まで達する。

130806
-0905 右京 四条 条 間 17g、 ほか 五条町地内 奈良市長 電線共同溝埋設工事 H12、  3030 道 路

GL-13mまで掘削。道路盛
土内か耕上下層を確認。

130911 秋篠寺旧境内隣接地 秋篠町6223 個  人 個人住宅改築 H13、  3099 宅 地 GL-02mま で掘削。地山確認。

13_0911 右京五条二坊十一坪 五条町3934、 396 個  人 個人住宅建設 H13、  3102 畑 地 GL-04mまで掘削。盛土内。

13.0906
～0914

西大寺旧境内
(称徳陵兆域)

西大寺竜王町1丁 目
1544-2、  1545 個 人 個人住宅建設 H13、  3072 宅 地 GL-03mまで掘削。盛土内。

130917 右京四条三坊九坪 宝来2丁 目122-2 個  人 個人住宅建設 H13、  3078 宅 地
GL-105mま で掘削。05m
で奈良時代の遺構面確認。

130917 左京八条二坊四坪 杏町78-8 個  人 個人住宅改築 H13、 3041 宅 地 GL-06mま で掘削。盛土内。

130918 薬師寺旧境内 西の京町1941 個 人 個人住宅改築 H13、  3119 宅 地 GL-04mまで掘削。盛土内。

130903
～0918 秋篠寺旧境内 秋篠町地内 奈良市長 下水道布設工事 H13、  3057 道路 GL-015mま で掘削。地山確認。

130913 右京一条北辺四坊六坪
西大寺宝ヶ丘町
796-11 個  人 個人住宅新築 H13、 3111 宅 地 GL-03mまで掘削。盛土内。

180920 左京一条五坊十三坪 法 蓮 田丁1273-5 個  人 個人住宅改築 H13、  3103 宅 地 GL-045mまで掘削。盛土内。

130920 左京一条五坊四坪 著質モ宣mT6 19-2、  -4 個  人 個人住宅改築 H13、 宅 地 GL-06mの 地山上面まで掘削。

130921 古 市 城 跡 古市町218521、  22 m吉本工務店 分譲住宅新築 H13、  3130 宅 地 GL-02mまで掘削。盛土内。

130921 左京二条七坊十坪
奈 良 町 遺 跡

中御門町18 個  人 個人住宅増築 H13、 宅 地
GL-045mま で掘削。近世の
包含層確認。

102 130925 右京 七 条 四坊 六 坪
七条西町1丁 目627
-156 個  人 個人住宅建設 H13、 宅 地 GL-03mまで掘削。盛土内。

130926
、 0927 左京四条四坊八坪 三 条 添 川 町 632 個  人 個人住宅改築 H13、  3070 宅 地

GL-095mま で掘削、08m
で地山確認。

130928 左京七条四坊四坪 東九条町1014123 奈良県ビルメンテ
ナンス協同組合

事務所新築 H12、  3080 宅 地 GL-12mまで掘削。盛土内。

131002 左京五条六坊十四坪
奈 良 町 遺 跡 東木辻町42 個  人 宗 教 施 設 H12、  3264 宅地 GL-10mまで掘削。盛土内。

131002 右京五条二坊十三坪 五条町5512 個  人 駐車場建設 H12、  3123 水 田 盛上のみ掘削なし。

孔3.1003 左京四条三坊六・十一坪 恋の窪 2丁 目210113 個  人 個人住宅改築 Hと 3、  3117 宅地 GL-03mまで掘削。盛土内。

131010 古 市 城 跡 古市町2352-46 個  人 個人住宅新築 H13、  3115 宅地 GL-03mまで掘削。盛土内。

131011 右京三条二坊三坪 三条大路5丁 目1861 個  人 個人住宅改築 H13、  3ユ 13 宅地 GL-10mま で掘削。耕土確認。

131015 右京六条四坊二坪
六条2丁 目442-3、
444-9 個  人 個人住宅改築 H13、  3134 宅 地 GL-025mまで掘削。盛土内。
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13.1015 左京六条三坊十三坪 大安寺2丁 目2卜367 個  人 事務所倉庫建設 H13、  3167 宅 地
GL-1lmまで掘削。遺物包
含層確認。

13.1016 左京二条三坊六坪
法華寺町1901、
-14、  -15、  |ま か 個  人 貸事務所建設 H13、  3098 宅 地 GL-13mまで掘削。盛土内。

131016 五十
跡

四
遺射

町七良等奈
一承
笠

川久保町234 個 人 個人住宅新築 H13、 3106 宅 地 GL-05mま で掘削。河川堆積確認

131019 右京二条四坊四坪
菅原町376-10、
377-6、  -7

個  人 賃貸住宅建設 H13、 宅 地 基礎掘削なし。

1310.20 左京六条二坊―・二坪 八条 m」 376-1、  ほか ④不日良 店 舗 建 設 H12、 3113 宅地
水日面よリー12mまで掘削。04m
下で奈良時代の遺構面確認。

131023 左京三条六坊十坪
奈 良 町 遺 跡

大豆山町 3 個  人 共同住宅新築 H12、 宅地
GL-12mまで掘削。掘削床
で地山確認。

1310.23 左京 東四坊大路
東九条町748=1、

774-1、  776-2
帥近畿環境
衛生センター 事務所建設 H12、 宅 地 GL-125mまで掘削。盛土内。

13.10,22

, 1023
古 市 遺 跡 ど〒市町529-4

如醸
社

こ 社会福祉施設建設 H12、 3104 宅 地
200104次調査の設計変更
確認工事立会

131024 左京四条二坊二坪 四条大路1丁 目573 個  人 個人住宅新築 H12、  3172 宅地 GL-02mまで掘削。盛土内。

131026 遺 物 散 布 地 左京4丁 目 大和ハウスエ業け 宅 地 造 成 H13、 雑種毘
擁壁工事立会。ほとんどが盛土で

あったが、部分的に地山確認。

13.10.29 右京二条四坊七坪 青野町1651、 1963 個  人 個人住宅新築 H13、 宅 地 GL-016mま で掘削。地山確認。

122 131030 朱 雀 大 路 柏木町290番 3 個  人 個人住宅新築 H13、 宅 地 GL-09mま で掘削。地山確認。

131030 新薬師寺旧境内
奈 良 町 遺 跡

高畑町579 個  人 個人住宅新築 H13、 宅 地
GL-07mまで掘削。近代包
含層確認。

131030 正暦寺旧境内 菩提仙町1382 関西電力い 電柱設置工事 H13、 山林 GL-26mま で掘削。岩盤確認。

13.11.01 左京二条五坊二坪 法蓮町250-8 個  人 個人住宅新築 H13、 3128 宅 地 GL-02mまで掘削。盛土内。

131104 左京二条四坊十坪 法蓮町227-9 lEl 人 個人住宅新築 H13、 宅 地 GL-035mま で掘削。耕土確認。
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131106
. 12.03

五社神古墳
(神功皇后陵)隣接地

山陵町5221、  4 個  人 個人住宅新築 H13、 宅 地
盛土工事を確認。基礎はこの
盛土内。

131108 左京四条一坊十五坪 四条大路2丁 目8748 個  人 個人住宅新築 H12、 宅 地 GL-0,6mまで掘削。盛上内。

1311,09 左京九条四坊十坪 東九条町2634 個 人 個人住宅新築 H12、  3174 宅 地 GL-03mまで掘削。盛土内。

131109 新薬師寺旧境内
奈 良 町 遺 跡

高畑町3515 個  人 個人住宅新築 H13、 3145 宅 地 GL-15mまで掘削。地山確認

131 131113 右京 三条大路
西二坊坊間路

宝来3丁 目1414、 個  人 個人住宅新築 H13、 3171 宅地 GL-01mまで掘削。盛土内。

右京二条三坊七坪
西大寺駅南土地区画整遇

地区内18街区3・ 4区画
個  人 個人住宅新築 H13、 宅地 GL-0,7mまで掘削。盛上内。

131119 古 市 城 跡 古市町2352-25 個  人 個人住宅新築 H13、 宅 地 GL-04mま で掘削。地山確認。

131122 右京三条二坊十二坪
尼ヶ辻中町2811
2、 236の 一部

個  人 個人住宅改築 H13、 宅地 GL-05mまで掘削。盛土内。

131122 右京三条三坊十三坪 宝来2丁目7841 個  人 個人住宅改築、駐車場 H13、 3164 宅地 GL-0.2mまで掘削。盛土内。

13.11.24 左京四条三坊六・七坪 三条栄町1771 個  人 個人住宅新築 H12、 宅 地 GL-03mまで掘削。盛土内。

131126 菅 原 戻 遺 跡
右京三条三坊七坪

菅原町48、 492の一部
福祉法人
寧楽ゆいの会

授産施設建設 H13、 3192 宅地 工事先行。区画整理事業で調査済。

131127 右京七条三坊十坪 七条1丁 目427 個  人 個人住宅増築 H13、 3175 宅 地 GL-02mま で掘削。盛土内。

131127 左京三条四坊一坪 芝辻町2丁目1015 lEl 人 店舗付個人住宅新築 I113、 宅 地
GL-22mまで掘削。2m下で
奈良時代の遺構面確認

140 131文 28 右京一条二坊三・四坪 二条町2丁 目72-9 個  人 個人住宅新築 H13、 宅 地 GL-05mまで掘削。盛土内。

141 131129 左京六条三坊十六坪 大安寺3丁目1114 個  人 個人住宅新築 H13、 3183 宅 地
GL-05mまで掘削。遺物包
含層確認。

1311.28 遺 物 散 布 地 水間町地内
奈良市水道
事業管理者

水道管布設工事 H13、  3208 道 路 GL-05mま で掘削。地山面を確認

143 13.1130 右京 西二坊大路 尼辻町214 個  人 資材置場造成 H13、 池
GL-03mまで掘削。遺物包
含層確認。

144 13.1130 右京三条四坊十四坪 宝来町6991 ④ 日昌 店舗事務所新築 H13、 宅 地 GL-08mま で掘削。地山確認。

145 1311.30 右京二条二坊一坪 二条町3丁目909 個  人 個人住宅新築 H13、 宅 地 工事先行。

146 131203 跡
到

遺
坊藤茶

菅
京右

西大寺駅南土地区画整理
地区内66街 区8区画の一部

個  人 店 舗 新 築 H13、 宅 地 GL-lmま で掘削。盛土内。

147 13.1203 佐保山東陵隣接地、平城京跡、
奈良町遺跡、多聞城跡

,IにL町564-15 個  人 個人住宅新築 H12、 3200 宅 地 GL-015mまで掘削。盛土内。

14E 131205 左京九条二坊十五坪
西九条町2丁目105
の一部

個 人 個人住宅改築 H13、 3142 宅地 GL-06mま で掘削。耕土確認。

14C 131207 左京四条六坊七坪
奈 良 町 遺 跡

/1ヽサII町 15 個  人 店舗事務所新築 H12、 3204 宅 地 GL-095mま で掘削。地山確認。

150 131208 右京一条北辺四坊一坪
西大寺赤田町1丁 目
669-2、  イまか 個  人 共同住宅新築 H13、  3122 宅 地 GL-18mま で掘削。地山面確認。
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151 131208 左京四条六坊二・七坪
奈 良 町 遺 跡

奥子守町6の一部 個  人 共同住宅新築 H12、  3177 宅 地
工事先行、GL-03mまで掘
削。表土内。

152 131211 右京四条三坊八坪 尼辻西町2121 個  人 店 舗 新 築 H13、  3165 宅 地
GL-lmま で掘削。地山面ま
で達していない。

131213 左京二条四坊十坪 法蓮町227-10 興和不動産 住 宅 新 築 H13、  3214 宅 地
GL-0.3mまで掘削。地山面
まで達 していない。

154 131214 右京四条一坊十坪
四条大路3丁 目
968-1、  974-1 個  人 ディサー ビスセ ンター新算 H13、  3163 宅 地 GL-05mま で掘削。地山面確認。

131217 ヒシャゲ古墳隣接地 法華寺町地内
奈良市水道
事業管理者 配水支管改良工事 H13、  3218 道路

GL-3mま で掘削。掘削は既
存掘形内に収まっている。

131219 右京 西四坊大路 西大寺新池町 17261 個  人
共同住宅新築
資材置場造成

H18、  3209 宅地 GL-06mまで掘削。盛土内。

157 131219 左京六条一坊十坪 柏木mT486-5 い渡辺写真館 店 舗 新 築 H13、  3180 宅 地 GL― 孔2mま で掘削。盛土内。

158 131219 左京二条四坊十坪 法蓮町22710 興和不動産 住 宅 新 築 H13、  3219 宅地 GL-025mま で掘削。盛土内。

131220 左京二条四坊十坪 法蓮町2272の 一部 興和不動産 住 宅 新 築 H13、  3220 宅地 GL-025mま で掘削。盛土内。

13122ユ 左京二条四坊十二坪 芝辻町3丁 目945 個  人 個人住宅新築 H13、  3157 宅地
盛土工事を確認。基礎はこの
盛土内。

131225 左京四条一坊十一坪 四条大路2丁 目3711 個  人 個人住宅新築 H13、  3195 宅地 GL-04mまで掘削。盛土内。

13と 225 左京二条七坊十一坪
奈 良 町 遺 跡 北半田中町7 個  人 個人住宅新築 H12、  3189 宅地 GL-03mまで掘削。表土内。

140108 右京六条三坊五坪
六条l丁 目7399、
-12、  -13 い吉本工務店 分譲住宅新築 H13、  3240 宅地 GL-005mま で掘削。盛土内。

140108 右京六条三坊五坪
六条1丁 目739-7、
-8、  -10、  -11 い吉本工務店 分譲住宅新築 H13、  3241 宅地 GL-005mま で掘削。盛土内。

140108 左京三条三坊十坪
芝辻町4丁 目H16、
-17 個 人 個人住宅新築 H13、  3222 宅地 GL-lmま で掘削。盛土内。

140115 遺 物 散 布 地 勝原町258-1、  -2 個  人 農業用倉庫新築 H12、  3213 水 田 GL-02mまで掘削。盛土内。

140108 佐紀石塚山古墳隣接地 山陵町181 個  人 個人住宅新築 H13、 3124 宅地 GL-05mまで掘削。盛土内。

168 140117 一坪
跡

坊
遺菊劇

京
奈

左
奥之町74 個  人 個人住宅新築 H12、  3238 宅地 GL-03mまで掘削。盛土内。

140118 東九条平城跡 東九条町220-22 個 人 個人住宅新築 H12、  3227 宅地 GL-03mまで掘削。盛土内。

170 140123 海龍王寺旧境内 法華寺町897 海寵王寺 貯水槽改良工事 H13、  3246 と車場 GL-04mまで掘削。盛土内。

171 140116
22 23 阪原角田遺跡 阪原町地内

奈良市水道
事業管理者

配水管布設工事 H13、  3199 離
輪

GL-17mまで掘削。

1401.28 右京一条北辺四坊一坪 西大寺北町3丁 目4025 個  人 個人住宅新築 H13、  3205 宅 地 GL-05mま で掘削。地山面確認。

140131 左京九条三坊八坪 西九条町2丁 目231 個  人 個人住宅新築 H12、  3239 宅地 GL-0,45mま で掘削。盛土内。

孔40131 菅 原 東 遺 跡
右京三条三坊二坪

西大寺駅南土地区画整理地区

内60街 区1 2、 ほか
個  人 事務所新築 H13、  3236 宅地 GL-13mまで掘削。盛土内。

140207 右京三条三坊十二坪 宝来 2丁目8109、 30 個  人 個人住宅新築 H13、  3247 宅 地 GL-03mまで掘削。盛土内。

140208 元興寺旧境内
奈良町遺跡

高畑町1131 個  人 個人住宅新集 H13、  3X88 宅 地 GL-05mま で掘削。谷地形を確認

177 140208 奈 良 町 遺 跡 紀寺町3903の 一部 個  人 個人住宅新築 H13、  3211 宅地 基礎掘削なし。

140213 右京五条一坊十坪 五条233-3、  -4 個  人 個人住宅新築 H13、  3226 宅 地 GL-005mま で掘削。地山確認。

140218 朱 雀 大 路 柏木町290-52、 個  人 個人住宅新築 H13、  3224 宅 地 GL-03mまで掘削。盛土内。

140214
0219 右京七条三坊十一坪 七条1丁 目7328、  12 個  人 個人住宅新築 H13、  3257 宅 地 GL-lmま で掘削。地山確認。

140220 左京三条一坊六坪
三条大路3丁 目476
-1、  480-1 ④ヨネザワ 店 舗 新 築 H13、  3275 宅 地 基礎掘削なし。

140220 奈 良 町 遺 跡 局畑町639-3 個 人 個人住宅新築 H13、  3261 宅 地 GL-05mま で掘削。地 山面確認。

140222 右 京 二 条 三 坊 一 坪
西大寺駅南土地区画整理地

区内 (青野町2129 21SO) 奈良市長 区画整理事業 S63、  3057 宅 地
調整池の工事で14世紀の遺物
が出土 したため立会調査。

140225 左京三条五坊八坪
(二条大路)

芝辻町1丁 目99 個  人 個人住宅新築 H13、  3259 宅 地 GL-03mまで掘削。盛土内

140226 右京四条三坊十六坪
(三条大路)

宝来2丁目7951 個  人 賃貸住宅改築 H13、  3233 宅 地 GL-08mまで掘削。盛土内。

1402.27 右京七条二坊十五坪
六条町410、 4111
の一部 奈良市長 乗務員休憩所新築 H13、  3207 宅 地 GL-06mま で掘削。遺物包含層内

140222
0228 左京五条三坊七坪 恋の窪町2丁 目21054 個  人 個人住宅新築 H13、  3255 宅 地 GL-03mまで掘削。盛土内。

140306 左京三条六坊十二坪
奈 良 町 遺 跡

上三条町31番地 個 人 個人住宅新築 H12、  3105 宅 地 GL-09mま で掘削。地山確認。

140307
、 0308 右京一条北辺三坊五坪 秋篠新町265の 一部 個  人 個人住宅新築 H13、 3281 宅 地 CL-04mま で掘削。地山面確認。

140311 奈 良 町 遺 跡 局畑町■ 98の 6 個  人 個人住宅新築 H13、  3210 宅 地
南経面をGL-4mまで掘削。
地山面確認。

|
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140311 佐紀石塚山古墳隣接地 山陵町198 個  人 個人住宅新築 H13、  3234 宅 地
GL-03mまで掘削。地山面
らしき層を確認。

140311 南 紀 寺遺 跡
島畑町591、 581
の一部、571の 一部

個  人
賃貸住宅新築
駐車場造成

H13、  3237 宅 地 GL-2mま で掘削。地山面確認。

140313 奈 良 町 遺 跡 高畑町 1426、 14322 個  人 個人住宅新築 H13、  3252 宅 地
GL-lmま で掘削。室町時代
の包含層と地山面確認。

1403文 5 ヒシャゲ古墳隣接地 佐紀町1214-29 個  人 個人住宅新築 H13、  3253 宅 地 GL-02mまで掘削。盛土内。

140318 遺物散布地・墳 墓
五条畑町2丁 目1141
-7、  5095-23、  とよか

オオクニ商事餘 分譲住宅新築 H12、  3263 宅 地
工事先行され、表上が除去されて

いた。遺構遺物はなかった。

140311
-0318

左京三条五坊八・九・十坪

(二条大路)、 奈良町遺跡
芝辻町1丁 目1176 奈良市長 都市計画道路擁壁工事 H13、  3258 宅 地

GL-04mま で掘削。南斜面で2条

の溝を検出。南北小路の両側溝か。

140219
、 0319 多 聞 城 跡 法蓮町字東畑151435 個  人 個人住宅新築 H12、  3249 宅 地

GL-04mま で掘削。盛土内。なお エ

事中に五輪塔などの石造物6点出土

140319
、 0320 左京九条一坊九坪 西九条町3丁 目124 一

い
オ

一
ハ
タ

マ
ン

ヤ
セ 広告塔の設置 H12、  3289 宅地 GL-27mまで掘削。

140322 右京二条三坊三・四坪
西大寺駅南土地区画整

理地 区内27街 区 1～ 7 栄泉不動産い 共同住宅新築 H13、  3144 宅地
区画整理で造成済。GL-25
mま で掘削。地山面確認。

140322 喜光寺旧境内 菅原西町517 個  人 個人住宅新築 H13、  3208 宅地
GL-075mま で掘削。地山面
と近世土坑を2基確認

140325 紀寺跡、奈良町遺跡 紀 寺 田丁965-2 個 人 個人住宅新築 H13、  3223 宅地 GL-04mま で掘削。地山面確認。

202 140328
、 0402

元興寺旧境内
奈 良 町 遺 跡

今御門町61 個 人 個人住宅新築 H13、  3243 宅地 GL-06mまで掘削。盛土内。

番 号 日付 遺跡名 届出地 届出者 事業内容 届出受理番号 現 況 立会結果

203 1304.23 史跡平城京朱雀大路跡 二条大路南3丁 目 遷都祭実行委員会 仮設テント設置 H12、  1073 その他 史跡には影響がない

130507 史跡興福寺旧境内 登大路町48番地 薪能保存会 仮設テント、舞台の設置 H13、  1002 そ の他 史跡には影響がない

205 130521
～0525

史跡興福寺旧境内
名勝奈良公園

登大路町63、 78、 48¢

先、 (天 理街道沿い)
奈良市長 交通表示板の設置 H13、 1049 道路 GL-135m前後まで掘削。

130528 史跡大安寺旧境内 東九条町14151 個  人 離 れ 新 集 H13、  1066 宅 地 前回の申請で調査済。

207 130608 史跡大安寺旧境内 大安寺1丁 目7-1 奈良市長 大安寺幼稚園プールエ事 H13、  1058 宅 地 GL-06mま で掘削。耕土内。

208 130612 史跡大安寺旧境内 大安寺1丁 目1027 個  人 農業用自動車収納庫 H13、  1066 宅 地 GL-06mまで掘削。耕土内。

209 130730 史跡春日大社境内 春 日野町字野守160 奈良市水道
事業管理者

水道管改良工事 H13、  1067 と車場 GL-18mま で掘削。地山確認。

131023 史跡大安寺旧境内 大安寺4丁 目地内 関西電 力株式会社 電柱設置工事 H13、  1010 道路 GL-09mま で掘削。地山確認。

140115
～0214 史跡興福寺旧境内

高畑町11228～
11651先里道

奈良市長 歩道改修工事 H13、  1018 道 路
GL-06mま で掘削。盛土内
におさまるが一部で地山確認

140314 史跡東大寺境内
(転害門)

雑司町1421 奈良市長 観光案内板設置 H13、  1055 宅地 CL-07mま で掘削。近世包含層内

140318 史跡大安寺旧境内 大安寺4丁 目517 個  人 門、車庫の新築 H13、  1053 宅地 GL-05mま で掘削。地山面確認。
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V 自然科学分析



奈良市教育委員会では、発掘調査に関わって、調

査成果をより総合性の高い確実なものとするため

に、遺跡や遺物の肉眼観察では把握できない事象に

ついて自然科学分析を活用している。

これまでに行ってきた自然科学分析は、下記の3

点である。

1.環境の指標性が高く、生活資源となっている

植物を主体とした生物遺体の同定

2.年代の手がかりとなる遺物がみられない地層

や遺構の年代を比定するために行う、有機物を

試料 として年代値を得る放射性炭素年代測定

や、年代の指標性が高い広域火山灰の同定

3.遺物の付着物や土壌中に含まれる化学物質、

あるいは土器の胎土に含まれる鉱物を同定する

理化学分析

平成13年度は、平城京跡の調査のうち、」R奈良

駅南地区土地区画整理事業に係る発掘調査 (H」

4592、  3次調査)で、樹種同定、放射性炭素年代

測定 (AMS)を 、油坂遺跡 (H」第461次調査)で、

花粉・珪藻分析、種実同定、放射性炭素年代測定

(β 線)を、柚ノ川イモタ遺跡 (SI第2次調査)で、

樹種同定、花粉・寄生虫卵分析、放射性炭素年代測

定 (β 線)を実施した。

このうち、本書には、油坂遺跡 (H」第461次調査)

の、花粉・珪藻分析、種実同定、放射性炭素年代測

定を掲載する。なお、平成14年度にこの隣接地で

実施 したH」第479次調査で、放射性炭素年代測定

(β 線)を実施しており、あわせて報告する。



V 自然科学分析

1.油坂遺跡 (平城京第461・ 479次調査)採取試料の自然科学分析

I.花粉分析 (第461次 )

1.は じめに

花粉分析は、一般に低湿地の堆積物を対象とし

て比較的広域な植生・環境の復原に応用されてお

り、遺跡調査においては遺構内の堆積物などを対

象とした局地的な植生の推定も試み られている。

なお、乾燥的な環境下の堆積物では、花粉などの

植物遺体が分解 されて残存 していない場合 もあ

る。

2.試料

試料は、油坂遺跡の発掘区北壁の43層 (試料A)

および51層 (試料B)よ り採取された堆積物 2点

である。43層 は暗灰色シル トで縄文土器包含層、

51層は青灰色シル トである。

3.方法

花粉粒の分離抽出は、基本的には中村 (1973)

を参考にして、試料に以下の物理化学処理を施し

て行った。

1)5%水酸化カリウム溶液を加え15分間湯煎する。

2)水洗した後、0.5mmの舗で礫などの大きな粒子

を取 り除き、沈澱法を用いて砂粒の除去を行う。

3)25%フ ッ化水素酸溶液を加えて30分放置する。

4)水洗 した後、氷酢酸によって脱水 し、アセ ト

リシス処理 (無水酢酸9:濃硫酸 1の エル ドマン氏

液を加え1分間湯煎)を施す。

5)再び氷酢酸を加えた後、水洗を行う。

6)沈澄に石炭酸フクシンを加えて染色を行い、

グリセリンゼリーで封入しプレパラー トを作製す

る。

以上の物理・化学の各処理間の水洗は、遠心分

離 (1500rpm、 2分間)の後、上澄みを捨てると

いう操作を3回繰 り返して行った。

検鏡はプレパラー ト作製後直ちに生物顕微鏡に

よって300～ 1000倍で行った。花粉の同定は、島

倉 (1973)および中村 (1980)を ア トラスとし

て、所有の現生標本との対比で行った。結果は同

定レベルによって、科亜科、属、亜属、節および

種の階級で分類した。複数の分類群にまたがるも

のはハイフン (― )で結んで示した。なお、科・

亜科や属の階級の分類群で一部が属や節に細分で

きる場合はそれ らを別の分類群とした。イネ属に

関しては、中村 (1974、 1977)を参考にして、

現生標本の表面模様 。大きさ 。孔・表層断面の特

徴と対比して分類しているが、個体変化や類似種

があることからイネ属型とした。

4.結果

(1)分類群

試料1爾中の花粉数は、試料Aで約18万個、試料

Bでは約24万個であり花粉密度は非常に高い。ま

た、花粉の保存状態も良好であった。出現した分

類群は、樹木花粉25、 樹木花粉と草本花粉を含む

もの3、 草本花粉 11、 シダ植物胞子2形態の計41で

ある。これらの学名と和名および粒数を表に示し、

花粉数が200個以上計数できた試料は花粉総数を

基数とする花粉ダイアグラムを図に示した。なお、

主要な分類群は写真に示した。

以下に出現した分類群を記す。

〔樹木花粉〕

モミ属、ツガ属、マツ属複維管束亜属、スギ、

コウヤマキ、イテイ科―イヌガヤ科―ヒノキ科、

サワグルミ、ハンノキ属、カバノキ属、ハシバミ

属、クマシデ属―アサダ、クリ、シイ属、コナラ

属コナラ亜属、コナラ属アカガシ亜属、ニレ属―

ケヤキ、エノキ属―ムクノキ、アカメガシワ、モ

チノキ属、ツバキ属、グミ属、エゴノキ属、モク

セイ科、ツツジ科、ニワトコ属―ガマズミ属

〔樹木花粉と草本花粉を含むもの〕

クワ科―イラクサ科、マメ科、ウコギ科
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油坂遺跡 (平城京第461・ 479次調査)採取試料の自然科学分析

〔草本花粉〕

ガマ属―ミクリ属、サジオモダカ属、イネ科、

カヤツリグサ科、タデ属サナエタデ節、アカザ

科―ヒユ科、ノブドウ、アリノトウグサ属―フサ

モ属、シソ科、タンポポ亜科、ヨモギ属

〔シダ植物胞子〕

単条溝胞子、三条溝胞子

(2)花粉群集の特徴

1)試料B

樹木花粉の占める割合が非常に高く、特にコナ

ラ属アカガシ亜属が優占する。次にシイ属の出現

率が高く、スギ、コナラ属コナラ亜属、クリなど

が低率ながら出現する。草本花粉の出現率は低く、

イネ科、カヤツリグサ科、ノブドウ、シソ科、ヨ

モギ属が出現する。

2)試料A

樹木花粉の占める割合が非常に高く、コナラ属

アカガシ亜属が優占する。次いでシイ属の出現率

が高く、スギ、コナラ属コナラ亜属、クリなどが

低率に出現する。草本花粉はイネ属型を含むイネ

科がやや多い。他にガマ属―ミクリ属、サジオモ

ダカ属、カヤツリグサ科、アリノトウグサ属―フ

サモ属、クワ科―イラクサ科、マメ科、ウコギ科、

アカザ科―ヒユ科、タンポポ亜科、ヨモギ属など

が低率に出現する。

5.花粉分析から推定される植生と環境

1)試料B

樹木花粉の占める割合が非常に高く、周囲は森

林の状態であったと推定される。森林植生として

は、コナラ属アカガシ亜属 (カ シ類)を主にシイ

属 (シ イ類 )、 スギおよびコナラ属コナラ亜属

(ナ ラ類)な どを主要構成種とする照葉樹林が分

布していたと考えられる。堆積地周辺は森林の切

れ目などにイネ科、カヤツリグサ科、ノブ ドウ、

シソ科、ヨモギ属の草本がわずかに生育していた

と推定される。

2)試料A

下位の51層 とは森林の植生に大きな変化はみら

れず、コナラ属アカガシ亜属 (カ シ類 )、 シイ属

(シ イ類)を主とする照葉樹林が引き続き分布 し

ていたと考えられる。堆積地周辺は、イネ科、カ

ヤツリグサ科などの湿生植物、ガマ属―ミクリ属、

サジオモダカ属、アリノトウグサ属―フサモ属な

どの抽水植物の花粉が検出されることから、これ

らの草本が生育する湿地の環境が示唆される。ま

た、クワ科―イラクサ科、マメ科、ウコギ科、ア

カザ科―ヒユ科、タンポポ亜科、ヨモギ属などの

草本も検出され、森林の切れ日などに生育してい

たと推定される。

6.ま とめ

油坂遺跡の発掘区北壁の43層 (試料A)、 51層

(試料B)よ り採取された堆積物について花粉分析

を行った。その結果、51層 および43層 の時期は、

コナラ属アカガシ亜属 (カ シ類 )、 シイ属 (シ イ

類)を主とする照葉樹林が分布 しており、草本は

少ない環境であつたことが推察された。

(株式会社 古環境研究所)

参考文献

中村純 (1973)『 花粉分析』古今書院,p.82110.

金原正明 (1993)「 花粉分析法による古環境復原」

『新版古代の日本』第10巻 古代資料研究の方法,角川

書店, p.248-262.

島倉巳二郎 (1973)「 日本植物の花粉形態」『大阪市

立自然科学博物館収蔵目録』第5集 ,p60.

中村純 (1980)「 日本産花粉の標徴」『大阪自然史博

物館収蔵目録』第13集,p91.

中村純 (1974)「イネ科花粉について、とくにイネ

(Oryza sativa)を 中心 として」『第 四紀研究』 13,

p.187-193.

中村純 (1977)「稲作とイネ花粉」『考古学と自然科

学』第10号, p.21-30.

-130-



樹
木

花
粉

「
―― ―
― 草
本花
粉 ¬ ア リ ノ ト

タ
  
 

ウ

デ
ア
 

グ

属
科
  

マ
サ
 

カ
属

カ
 

サ

|1
  

属
ジ
 

ヤ
サ

ザ
 

属
 

タ

イ 科 | イ
マ
  
  

ヌ
  
  
  
 
ク

ツ
  
 

ガ
  
  
 

マ

属
  
 

ヤ
  
  
 

シ

複
  
 

科
  
  
 

デ

維
 

コ
|サ

ハ
カ

ハ
属

管
 

ウ
ヒ

ワ
ン

バ
シ

|

モ
ツ

東
 

ヤ
ノ

グ
ノ

ノ
バ

ア

ミ
ガ

亜
ス

マ
キ

ル
キ

キ
ミ

サ
ク

属
属

属
ギ

キ
科

ミ
属

属
属

ダ
リ

コ ナ ラ 属 ア カ ガ シ 亜 属

ワ
エ
  
  
  
  
  

ト
ク

ノ
  
  
  
  

コ
ワ
  

ガ

試 料 1 ∬ 中 の 花 粉 密 度

コ ナ ラ 属 ヨ ナ ラ 亜 属

シ イ 属

ロ シ ダ 植 物 胞 子

口 草 本 花 粉

■ 樹 木 花 粉

ニ
キ

レ
属

ア

― ｌ ｗ ∞ μ ｌ ｌ

HL
=6
40
00

HL
主

63
00
0

属
|カ

モ
  

エ
モ
 

ガ
イ
  
 |
オ

 
ッ

ナ
科
 |
 

ン

|ム
メ

チ
ツ
 

ゴ
ク

ツ
マ

ラ
 

ウ
ミ

モ
 

リ
エ

|ノ
フ
 

ポ
ヨ

ケ
ク

ガ
ノ

バ
グ

ノ
セ

ツ
ズ

ク
マ

コ
ク

ダ
イ

グ
タ

ヒ
ブ

サ
シ

ポ
モ

ヤ
ノ

シ
キ

キ
ミ

キ
イ

ジ
ミ
サ

メ
ギ

リ
カ

ネ
サ

デ
ユ

ド
モ

ソ
亜

ギ

キ
キ

ワ
属

属
属

属
科

科
属

科
科

科
属

属
科

科
節

科
ウ

属
科

科
属

口
花

粉
計

数
が

10
0個

以
上
20
0個

未
満

■
花

粉
計

数
が
20
0個

以
上

0 
  
  
  
  
  
 5
0

■
縄

文
土

器
包

含
層

□
縄

文
時

代
以

前
の

自
然

流
路

く 　 珊 沸 摯 報 ゆ 鍬
花
粉

ダ
イ

ア
グ

ラ
ム



油坂遺跡 (平城京第461・ 479次調査)採取試料の自然科学分析

花粉分析結果
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ニレ属―ケヤキ
エノキ属―ムクノキ

アカメガシワ

モチノキ属

ツバキ属

グミ属
エゴノキ属
モクセイ科

ツツジ科
ニワトコ属―ガマズミ属

7

53
13
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1

1

1

1

1

1

Arborcal・ Nonarborcal pollcn

Moraceae―U�caccac

Lcgunllnosac

Araliaccac

樹木草本花粉

クワ科―イラクサ科
マメ科

ウコギ科

NonarboreЛ pollcn

TyP力α‐SPαrgpヵ力脇

A】,spα

Gramincac

Cyperaccac

乃 ウ即 力認胞 Sπ沈】形rs″α滋

Chcnopodiaceae― Amaranhaccae

AttιJ9Psね う″ッ″9れ刀θ
"協

勉
駒 Ioragか/t/rippり7J7脇

Labiatae

Lactucoideac

Attθ脇ねカ
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ガマ属―ミクリ属

サジオモダカ属

イネ科
カヤツリグサ科

タデ属サナエタデ節
アカザ科―ヒユ科

ノブドウ

アリノトウグサ属―フサモ属
シソ科

タンポポ亜科
ヨモギ属

1

1

1

1

Fem sporc

Monolatc typc spore

ンダ植物胞子

単条溝胞子

T�late typc sporc            三条溝胞子              3   2
Arboreal pollen            樹木花粉             375 418
Arborc江 。Nonarboreal pollcn

Nonarborcal pollen

樹木 。草本花粉

草本花粉

3

23   11
To協l pollen              花粉総数              401 429

試料 1爾中の花粉密度         1.8  24
x105  x105

Unknown pollcn            未同定花粉             2   4
Fem sporc               シダ植物胞子             12  7
Hclminh cggs             寄生虫卵              () ()

明 らか な 消 化 娠 で
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V 自然科学分析

犠
電;奪

詳

ダ

ヨナラ属アカガシ亜属  9 ニレ属―ケヤキ

qBと              W il

Ⅲ
縄

li鴬
FⅢ｀

4 ハンノキ属 5 カバノキ属1 スギ

謀 |

6 シイ属

11 ツバキ属

に lLL

16 カヤッリグサ科

醇

、
韓 串

ぬ
10 モチノキ属

絆

洋

14 サジオモダカ属  113 マ メ科

キク亜科

花粉・胞子の顕微鏡写真

ヽ●
韓
5 イネ属型

鴫 五
ガ
転 と' 1

19 ヨモギ属   20 シダ植物単条溝胞了

3 サワグルミ

|工臨

:≫=7 コナラ属コナラ亜属

17 タンポボ亜科 18

一 133-

-10μ
 m



油坂遺跡 (平城京第461・ 479次調査)採取試料の自然科学分析

Ⅱ.珪藻分析 (第461次 )

1.は じめに

珪藻は、珪酸質の被殻を有する単細胞植物であ

り、海水域や淡水域などの水域をはじめ、湿つた

土壌、岩石、コケの表面にまで生息している。珪

藻の各分類群は、塩分濃度、酸性度、流水性など

の環境要因に応じて、それぞれ特定の生息場所を

持っている。珪藻化石群集の組成は、当時の堆積

環境を反映していることから、水域を主とする古

環境復原の指標として利用されている。

2.試料

試料は、油坂遺跡の発掘区北壁の43層 (試料A)、

51層 (試料B)よ り採取された堆積物2点である。

43層は暗灰色シル トで縄文土器包含層、51層は青

灰色シル トである。

3.方法

試料には以下の物理化学処理を施し、プレパラ

ー トを作成した。

1)試料から1面を秤量する。

2)10%過酸化水素水を加え、加温し反応させな

がら、1晩放置する。

3)上澄みを捨て、細粒のコロイ ドおよび薬品の

水洗を行う。水を加え、1,5時間静置後、上澄みを

捨てる。この操作を5、 6回繰 り返す。

4)残澄をマイクロピペットでカバーグラスに滴

下し乾燥させる。マウントメディアによって封入

しプレパラー トを作成する。

プレパラー トは生物顕微鏡で600～ 1500倍で検

鏡し、直線視野法により計数を行う。計数は、同

定 。計数は珪藻被殻が100個体以上になるまで行

い、少ない試料についてはプレパラー ト全面につ

いて精査を行つた。

4.結果

試料から出現した珪藻は、貧塩性種 (淡水生種)

35分類群である。計数された珪藻の学名と個数を

表に示す。また試料 1面中の珪藻総数を算定した

ダイアグラムを図に示す。

1)試料B

止水性種で沼沢湿地付着性種群のど朋ο′Jα ttηοr

の出現率が非常に高い。また、流水性種、沼沢湿

地付着性種群のNαッ,c冴′α冽
=,乃

ιれsた、Sttαヵrο ttι ね

d“励 J,、 Gοリ カοttι ttα pαrッガヵ阿や流水性が不定生の

S勉
"Ю

ttι

's sp.な

ども検出される。

2)試料A

止水性種で沼沢湿地付着性種群のβttηο加 肪ηοr、

流水性種では沼沢湿地付着性種群 のNαッた冴′,

河 g,η ι乃∫
'∫

、 中 ～ 下 流 性 河 川 指 標 種 群 の

Gο
"Ъ

p力οttιttα pα rッガ
"脇

、 Aε力乃αヵ励ι∫′,乃ειο′α勉、 立荒

水性が不定生のCノ脇♭河′α∫
'′

ι∫Jα じα、じ0じε οttι ぬ

pJαθι肪ガα、ⅣαッたガαP叩
"Jα

、陸生珪藻のス吻効οr,

脇Oη勉れα Nαツた防肋脇
"′

テεαなどが比較的多く検出され

る。

5.珪藻分析から推定される堆積環境

1)試料B

止水性種で沼沢湿地付着性種群の出現率が非常

に高い。また、流水性種や流水性が不定生な珪藻

も比較的多く検出され、流水の影響を受ける止水

域の環境が示唆される。

2)試料A

止水性種、沼沢湿地付着性種群、流水性種、中

～下流性河川指標種群、流水性が不定生の珪藻や

陸生珪藻など多様に検出される。不定性の種類が

多いが沼沢湿地付着性種群と中～下流性河川指標

種群が伴われるため、沼沢から湿地の環境であれ、

流水の流れ込む環境であつたと推定される。下位

の51層 よりも陸生珪藻の占める割合が増加し、周

囲に湿地が分布していたと考えられる。

6。 まとめ

油坂遺跡の発掘区北壁の43層 (試料A)、 51層

(試料B)よ り採取された堆積物において珪藻分析

を行つた。その結果、下位の51層 では流水の影響

を受ける止水域の環境が示唆された。43層では沼

沢から湿地の環境が推定され、流水の影響も示唆
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油坂遺跡 (平城京第461。 479次調査)採取試料の自然科学分析

Ⅲ.種実同定 (第461次 )

1.は じめに                    科

植物の種子や果実は比較的強靱なものが多く、    種子は黒色で三角状精円形を呈し、一端に点状

堆積物中に残存する。堆積物から種実を検出しそ   のへそがある。

の群集の構成や組成を調べ、過去の植生や群落の    (2)種 実群集の特徴

構成要素を明らかにし古環境の推定を行うことが   1)SK05

可能である。また出上 した単体試料等を同定 し、    コナラ属アカガシ亜属堅果が同定された。

栽培植物や固有の植生環境を調べることができ   。断面採取

る。                         コナラ属アカガシ亜属堅果が同定された。

2)SK06

2.試料                      クリ、コナラ属アカガシ亜属の堅果、殻斗、ヤ

試料は、油坂遺跡 (H」第461次 )のSK05(断   ブツバキが同定された。

面採取)、 SK06、 SK07の各縄文時代土坑より採   3)SK07

取された植物遺体3点である。             コナラ属アカガシ亜属の堅果、穀斗が同定され

た。

3.方法

試料を肉眼及び双眼実体顕微鏡で観察し、形態   5.所 見

的特徴および現生標本との対比によって同定を行    ヤブツバキは照葉樹であり、照葉樹林の構成要

った。結果は同定レベルによって科、属、種の階   素である。クリは、温帯域に広く自生するが、特

級で示した。                    に暖温帯上部から冷温帯下部に多い落葉高木であ

る。種子は食用となる。コナラ属アカガシ亜属は

4.結果                     温帯下部の暖温帯に分布する照葉樹林の主要高木

(1)分類群                    である。種子はアク抜きをすれば優良な食用とな

樹木3が 同定された。学名、和名および粒数を   る。どの樹種も照葉樹林の構成要素であり、本遺

表に示し、主要な分類群を写真に示す。以下に同   跡の周辺に生育していたと考えられる。

定の根拠となる形態的特徴を記す。                    (株 式会社 古環境研究所)

〔樹木〕

クリ Cα∫勉乃ια εrι α々tt Siebo et Zucc.堅 果  ブ

ナ科

参考文献堅果は三角状扁円形を呈す。一側面は円みがあ
南木睦彦 (1992)「低湿地遺跡の種実」『月刊考古学

り、反対面は平らな形が多い。両面とも円みがあ
ジャーナルNo.355』 ニューサイエンス社,p.1822

る。 南木睦彦(1993)『葉・果実・種子』 第四期学会編,

コナ ラ属 ア カ ガ シ亜 属  2"ι rじ坊S Subgen.  第四期試料分析法,東京大学出版会,p.276283

のど′θ♭α肋乃ψSね 堅果・殻斗 ブナ科

堅果は長精円形を呈する。先端の花柱基部は短

い突起状である。

殻斗は黒褐色でゆるやかな椀状を呈し、輪状紋

がある。

ヤブツバキ &脇ι′肋 Jippο ttε,L.種子 ツバキ
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V 自然科学分析

種実同定結果

分類群 SK05 SK07

学 名 和 名 断面採取

Arbor

Ca♂ぢ,ヵ ¢α ε′?η,おα

Q″?rrパ  Subgen

Cιレ″¢J力α Jppο 2,c,

Sieb et Zucc

C,C′οbα協 92d兆

L

樹木

クリ

コナラ属アカガシ亜属

ヤブッバキ

堅果

堅果

穀斗

種子

1

7

1

1

16

1

合計Total

1 クリ堅果 2 ヨナラ属アカガシ亜属堅果

-1.Omm

種実の顕微鏡写真

3 ヤブツバキ種子
… 1.Omm -1.Omm
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油坂遺跡 (平城京第461・ 479次調査)試料の自然科学分析

1 試料と方法

Ⅳ.放射性炭素年代測定 (第461・ 479次 )

試料名 調査次数 種類 前処理・調整 測定法

試料C

試料D

H」461次

H」479次

樹木

樹木

酸―アルカリー酸洗浄,ベンゼン合成

酸―アルカリー酸洗浄,ベンゼン合成

β線計数法

β線計数法

2,測定結果

試料名
14c年 代
(年 BP)

δ13c

(‰ )

補正14c

(年 BP)
測定』
(Beta)

暦年代 (西暦)

試料C

試料D

2400± 60

2590± 60

-29.0

-28.4

2340± 60

2530± 60

交点

lδ

2δ

交点

lδ

2δ

:Ca

:cal

:cal

:cal

:cal

160116

171683

BC400

BC410～ 380

BC740～ 710,

BC530～ 360,

BC290-230

BC780

BC790～ 750,

BC700～ 540

BC810～ 420

cal

cal

cal

cal

1)'C年代測定値

試料の14c/12c比 から、単純に現在 (1950年AD)か ら何年

前かを計算した値。14cの
半減期は、国際慣例に従って5,568年

を用いた。

2)δ BC測
定値

試料の測定
口C/12c比 を補正するための炭素安定同位体比

(lec/12c)。 この値は標準物質 (PDB)の 同位林比からの千分

偏差 (%o)で表す。

3)補正14c年
代値

δ13c測
定値から試料の炭素の同位体分別を知り、14c/12cの

測定値に補正値を加えた上で算出した年代。

4)暦年代

過去の宇宙線強度の変動による大気中
WC濃

度の変動を補正

することにより算出した年代 (西暦)。 補正には、年代既知の

樹木年輪の'Cの詳細な測定値、およびサンゴのU―Th年代と

14c年
代の比較により作成された較正曲線を使用した。最新の

データベース ●NTCAL98 Radiocarbon Age Calbration‖

Stuiver et al,1998,Radiocarbon 40(3))|こ dtり 、 常勺19,000年

BPまでの換算が可能となっている。ただし、10,000年 BP以前

のデータはまだ不完全であり、今後も改善される可能性がある。

暦年代の交点とは、補正望C年代値と暦年代較正曲線との交

点の暦年代値を意味する。lσ (68%確率)・ 2σ (95%確率)

は、補正14c年
代値の偏差の幅を較正曲線に投影した暦年代の

幅を示す。したがって、複数の交点が表記される場合や、複数

のlσ ・2σ 値が表記される場合もある。
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